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第
三
共
和
制
は
プ
ロ
シ
ア
侵
攻

に
続
く
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
崩
壊

後
の
一
八
七
〇
年
か
ら
一
九
四
〇

年
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
侵
攻
に
よ

る
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
樹
立
ま
で
の
フ

ラ
ン
ス
の
政
治
体
制
を
指
す
。
二

〇
〇
七
年
の
本
邦
の
セ
ン
タ
ー
試

験
で
は
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

の
記
述
の
正
誤
を
問
う
設
問
が
物

議
を
醸
し
た
。
評
者
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
政
体
移
行
期
の
微
妙

な
事
実
関
係
に
つ
い
て
大
学
入
学

資
格
試
験
で
正
誤
を
問
い
、
そ
れ

に
受
験
産
業
が
疑
義
を
呈
す
る
と

い
っ
た
極
東
の
歴
史
教
育
の
光
景

が
異
様
に
映
る
。
事
は
議
論
の
対

象
と
な
る
べ
き
話
題
で
こ
そ
あ

れ
、
正
誤
を
頭
ご
な
し
に
裁
定
す

る
筋
の
事
柄
で
は
あ
る
ま
い
。

本
書
は
こ
の
体
制
下
の
美
術
行

政
に
測
鉛
を
下
ろ
す
こ
と
か
ら
、

政
治
史
な
ら
ぬ
文
化
史
の
領
域
に

お
け
る
「
共
和
制
」
の
実
態
を
解

明
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
本
国
で
も
同

水
準
の
学
術
的
達
成
は
な
さ
れ
て

い
な
い
。
否
、
極
東
と
い
う
い
わ

ば
直
接
の
利
害
対
立
の
局
外
に
あ

る
観
察
者
な
ら
ば
こ
そ
実
現
で
き

た
洞
察
で
あ
る
。
さ
ら
に
探
索
は

第
三
共
和
政
の
美
術
行
政
の
沿
革

か
ら
植
民
地
博
覧
会
や
万
国
博
を

含
む
国
際
展
示
の
舞
台
裏
、
水
面

下
の
暗
闘
に
及
ぶ
。

畏
怖
す
べ
き
は
、
従
来
の
内
外

の
研
究
で
盲
点
と
し
て
見
過
ご
さ

れ
て
き
た
事
績
に
思
わ
ぬ
照
明
を

当
て
、
美
術
行
政
の
地
形
図
に
鮮

明
な
輪
郭
と
陰
影
を
刻
む
着
眼
の

才
だ
ろ
う
。
縦
軸
はconserva

-teurs

つ
ま
り
直
訳
す
れ
ば
「
保

守
役
職
者
」
た
る
美
術
館
員
の
世

代
交
代
と
遍
歴
、
横
軸
は
彼
ら
が

現
場
組
織
責
任
者
と
な
っ
た
各
種

展
覧
会
、
そ
の
入
れ
物
た
る
美
術

館
運
営
の
建
付
け
や
（
問
題
山
積

の
）
ル
ー
ヴ
ル
を
含
む
展
示
会
場

変
更
の
時
事
問
題
。
い
わ
ば
コ
ロ

ン
ブ
ス
の
卵
だ
が
、
こ
の
経
緯
を

繊
細
執
拗
に
究
め
る
著
者
の
慧
眼

は
侮
れ
な
い
。

こ
こ
か
ら
は
、
評
者
の
正
直
な

告
白
を
交
え
た
い
。
な
ぜ
な
ら
評

者
が
四
半
世
紀
前
に
世
に
問
う
た

著
作
、
そ
の
致
命
的
な
欠
陥
を
、

本
書
が
縦
横
に
暴
露
し
て
い
る
か

ら
だ
。
評
者
は
印
象
派
の
兄
貴
分

と
さ
れ
た
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ

が
「
近
代
美
術
史
」
の
幕
開
け
を

飾
る
類
の
歴
史
物
語
に
素
朴
な
疑

念
を
懐
き
、
マ
ネ
の
「
死
後
の
闘

争
」
に
着
目
し
た
。
だ
が
一
九
三

二
年
の
生
誕
百
年
祭
あ
た
り
で
息

切
れ
し
、
そ
こ
に
安
易
に
「
マ
ネ

の
列
神
式
」
を
定
位
し
た
。

だ
が
本
書
は
、
そ
の
楽
屋
裏
に

肉
薄
し
、
そ
れ
が
単
純
な
「
マ
ネ

の
勝
利
」
な
ど
で
は
片
付
か
な
い

「
政
治
課
題
」
を
隠
し
て
い
た
内

実
を
暴
き
出
す
。
こ
こ
で
、
当
時

の
美
術
批
評
界
と
行
政
と
の
関
係

が
問
題
と
な
る
。
マ
ネ
展
実
務
担

当
者
に
は
ポ
ー
ル
・
ジ
ャ
モ

（1863-1939

）
と
ル
ネ
・
ユ

イ
グ
（1906-1997

）
、
ジ
ェ

ル
マ
ン
・
バ
ザ
ン
（1901-

1990

）
ら
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。

だ
が
ジ
ャ
モ
と
ユ
イ
グ
ら
と
を
隔

て
る
四
十
歳
前
後
の
世
代
差
は
、

師
弟
関
係
の
臨
界
を
超
え
て
い

る
。
そ
の
断
絶
に
何
が
隠
さ
れ
て

い
た
の
か
、
評
者
は
こ
れ
ま
で
�

闊
に
も
探
索
を
怠
っ
て
き
た
。

こ
こ
に
は
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル

同
時
代
美
術
館
館
長
を
勤
め
た
レ

オ
ン
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ッ
ト（1859

-1925

）
、
ル
イ
・
オ
ー
ト
ク
ー

ル
（1884-1973

）
の
ほ
か
、

パ
リ
市
・
小
宮
殿
美
術
館
勤
務
の

レ
イ
モ
ン
・
エ
ス
コ
リ
エ（1882

-1971
‥

評
者
は
ず
っ
と
「
エ

シ
ョ
リ
エ
」
と
誤
読
し
て
い
た
）

や
ジ
ュ
ー
・
ド
・
ポ
ム
館
長
の
ア

ン
ド
レ
・
デ
ザ
ロ
ワ
（1889-

1979

）
、
さ
ら
に
シ
ャ
ル
ル
・

ス
テ
ル
ラ
ン
（1901-1991

‥

こ
ち
ら
も
評
者
は
長
ら
く
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
と
英

語
読
み
し
て
い
た
！
）
他
、
こ
の

時
代
の
美
術
史
学
を
齧
っ
た
者
な

ら
周
知
の
名
前
が
絡
ま
る
。
だ
が

評
者
は
彼
ら
の
立
ち
位
置
や
相
互

交
渉
、
行
政
上
の
利
害
対
立
や
国

立
と
市
立
機
関
相
互
の
補
完
関
係

に
は
、
思
い
及
ば
な
か
っ
た
。

本
書
は
、
ジ
ャ
モ
先
導
で
マ
ネ

が
「
フ
ラ
ン
ス
古
典
」
へ
と
回
収

さ
れ
る
一
方
、
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー

ル
同
時
代
美
術
館
運
営
者
が
官
展

派
と
前
衛
と
の
対
立
融
和
に
手
間

取
り
、
微
温
的
な
忖
度
に
よ
り
時

機
を
逸
し
た
長
期
失
政
、
若
輩
の

ユ
イ
グ
ら
が
戦
前
世
代
の
旧
政
治

闘
争
を
中
立
化
す
ベ
く
巧
妙
に
調

合
し
た
造
形
自
律
の
修
辞
が
、
大

西
洋
を
跨
い
で
北
米
の
「
近
代
美

術
」
観
成
立
に
加
担
し
た
�
末
に

至
る
ま
で
、
つ
ぶ
さ
に
解
析
し
、

鋭
利
な
新
解
釈
を
連
発
す
る
。

そ
こ
に
出
現
す
る
の
は
、
あ
く

ま
で
官
吏
た
る
学
芸
員
に
よ
る

「
共
和
国
」

理
念historiogra-

phie

の
模
索
、
作
品
の
購
入
選

択
や
配
置
を
通
じ
て
具
現
さ
れ
る

m
uséologie

の
刷
新
あ
る
い

は
体
制
順
応
の
現
場
で
あ
り
、
ま

た
そ
こ
に
は
、
外
国
出
身
の
「
居

場
所
な
き
」
芸
術
家
を
「
隔
離
」

す
る
の
か
「
歓
待
」
す
る
の
か
の

「
パ
リ
派
」
同
化
政
策
の
矛
盾
、

さ
ら
に
一
九
三
六
年
開
館
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
「
近
代
美
術
館
」
の
進

歩
史
観
と
の
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
退

嬰
的
な
「
断
絶
」、「
凪
の
時
代
」

ま
で
も
が
刻
印
さ
れ
る
。

本
書
の
鮮
烈
に
し
て
、
時
に
辛

辣
か
つ
皮
肉
も
憚
ら
ぬ
「
症
例
」

腑
分
け
手
裁
き
の
妙
技
に
は
、
読

者
各
位
の
目
で
直
接
触
れ
て
頂
く

の
が
相
応
し
か
ろ
う
。
（
日
本
の

大
学
受
験
定
番
の
）
既
成
の
事
実

の
集
積
と
し
て
の
暗
記
物
の
「
歴

史
」
で
は
な
く
、
（
帯
の
言
葉
を

借
り
る
な
ら
ば
）
「
自
由
を
謳
う

王
な
き
世
俗
国
家
で
人
々
は
芸
術

に
何
を
求
め
た
の
か
」
、
そ
の
生

成
の
現
場
、
過
去
へ
の
�
及
に
よ

る
時
代
錯
誤
を
胚
胎
し
た
「
歴
史

編
纂
」
の
錯
綜
す
る
実
相
が
、
功

罪
と
も
ど
も
頁
毎
に
立
ち
現
れ

る
。
そ
の
戦
慄
を
読
者
は
本
書
を

通
じ
て
、
「
史
上
初
体
験
」
す
る

こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

本
書
は
母
国
側
で
の
近
年
の
博

士
論
文
の
遺
漏
や
解
釈
の
浅
慮
に

も
逐
一
批
判
を
加
え
つ
つ
、
犀
利

か
つ
大
胆
な
議
論
を
周
到
な
筋
立

て
で
進
め
て
ゆ
く
。
実
証
的
な
裏

付
け
を
梃
子
に
、
軽
薄
な
常
識
の

空
白
を
埋
め
、
通
説
を
塗
り
替
え

る
芸
術
社
会
学
の
手
腕
に
お
い

て
、
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
の

『
芸
術
の
規
則
』を
も
凌
駕
す
る
。

最
後
に
蛇
足
な
が
ら
、
本
書
で

も
活
躍
す
る
ア
ン
リ
・
フ
ォ
シ
ヨ

ン
（1871-1943

）
の
『
試
論

・
日
本
の
精
髄
』E

ssaisur
le

génie
japonais

（1918

）

が
近
年
復
刻
さ
れ
た
。
ダ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
ア
ル
マ
ザ
ン
・
ト
マ
ス
に
よ

る
そ
の
序
文
（2019

）
に
は
、

著
者
の
貢
献
が
（
評
者
名
の
誤
記

と
並
び
）
特
記
さ
れ
て
い
た
。
本

書
も
ま
た
本
来
、
よ
り
若
い
世
代

の
気
鋭
の
研
究
者
に
よ
っ
て
評
さ

れ
て
然
る
べ
き
著
作
だ
ろ
う
。
時

代
遅
れ
を
宣
告
さ
れ
た
書
評
子

が
、
老
耄
の
妄
言
に
よ
り
紙
面
を

汚
し
た
の
で
な
け
れ
ば
よ
い
が
、

と
懼
れ
て
い
る
。

（
京
都
精
華
大
学
教
授
）
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